
 

 

 

 

 

 

本日、50名の生徒が、ここ鶴見養護学校を巣だっていきます。卒業生の皆さん、おめでとうございま

す。 

保護者の皆様には、お子さまのご卒業を、全職員を代表し、心よりお祝い申し上げます。今日の晴れ

姿があるのは、これまで 18年間、多くのご苦労と共に慈しみ、温かく見守り、育ていただいたもの

と存じます。誠におめでとうございます。 

また、多数のご来賓の皆様には、ご多用の中ご臨席を賜り深く感謝申し上げます。 

 

さて、皆さんは、鶴見養護学校で、どのような 3年間でしたか。様々な学習活動、行事、職場体験を

通して、多くのことを学び、達成感を重ねてきました。心と体ともに大きく成長しました。一人で解

決できることが増えました。得意なことも増えました。頼れる友達も増えました。この３年間に得た

ものを心に留めて、社会に向かって大きく羽ばたくものと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私から、社会に出る皆さんに、３つのお願いがあります。 

ひとつは、感謝の心を持ち続けましょう。今こうして卒業できることは、皆さんの努力と共に、ご家

族や地域の方々の支えがあってのことです。ぜひ、いつまでも感謝の心を持ち続けてください。 

次に、チャレンジを続けましょう。社会に出て新たな役割やステージが与えられます。勇気を持っ

て、チャレンジすることで、学びや成長が生まれてきます。もし、苦しいとき、辛いときには、笑

顔、笑顔を忘れず、努力を続けてください。 

３つめに、新たな時代のリーダーとなっていきましょう。平成が終わり、次の時代は、誰もが、自分

らしく暮らせる社会を実現していきます。皆さんは、それぞれの個性を活かし、センターポジション

で社会を導いてください。 

ここにご臨席の、ご家族、地域、関係機関の皆様、また学校は、皆さんの応援団としてこれからも支

えていきます。ともに歩み、新たな時代、社会を作っていきましょう。 

最後に卒業生の皆さんが、毎日健康で自分らしく活躍をすることを願い、卒業式の挨拶と致します。       


